
１【連結財務諸表等】 
(1）【連結財務諸表】 
①【連結貸借対照表】 

   
前連結会計年度 
(平成18年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成19年３月31日) 

区分 注記 
番号 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 

（資産の部）          
現金預け金   3,242,617 4.55 2,880,567 4.21 
コールローン及び買入手形   2,306,500 3.24 4,340,000 6.34 
買現先勘定   5,999 0.01 5,093 0.01 
債券貸借取引支払保証金   2,350,402 3.30 2,959,656 4.32 
買入金銭債権   2,021,892 2.84 2,880,337 4.21 
特定取引資産 ※2,8 891,302 1.25 1,240,019 1.81 
金銭の信託   22,584 0.03 29,686 0.04 

有価証券 ※1,2, 
8,17 20,338,883 28.56 15,057,109 22.00 

貸出金 
※3,4, 
5,6,7, 
8,9 

34,130,843 47.92 34,005,729 49.69 

外国為替 ※７ 128,504 0.18 131,895 0.19 
その他資産 ※8,10 2,065,210 2.90 2,672,960 3.91 

動産不動産 ※8,11, 
12,13 742,942 1.04 － － 

有形固定資産 ※12,13 － － 616,334 0.90 
建物   － － 210,996 0.31 
土地 ※11 － － 327,017 0.48 
建設仮勘定   － － 1,921 0.00 
その他の有形固定資産   － － 76,399 0.11 

無形固定資産   － － 138,950 0.20 
ソフトウェア   － － 106,128 0.15 
その他の無形固定資産    － － 32,821 0.05 

債券繰延資産   277 0.00 21 0.00 
繰延税金資産   373,686 0.53 338,779 0.50 
支払承諾見返 ※16,17 3,014,626 4.23 1,591,893 2.33 
貸倒引当金   △411,790 △0.58 △452,422 △0.66 
投資損失引当金   △94 △0.00 △67 △0.00 
資産の部合計   71,224,386 100.00 68,436,545 100.00 

   
（負債の部）          
預金 ※８ 52,304,807 73.44 53,054,306 77.52 
譲渡性預金   1,937,580 2.72 974,010 1.42 
債券   2,016,614 2.83 1,564,366 2.29 
コールマネー及び売渡手形 ※８ 1,673,800 2.35 1,517,400 2.22 
売現先勘定 ※８ 492,468 0.69 38,625 0.06 
債券貸借取引受入担保金 ※８ 2,731,941 3.84 1,787,863 2.61 
特定取引負債   585,177 0.82 570,870 0.83 
借用金 ※8,14 538,216 0.76 492,375 0.72 
外国為替   19,949 0.03 13,703 0.02 
短期社債   29,000 0.04 42,070 0.06 
社債 ※15 761,421 1.07 821,689 1.20 
その他負債 ※８ 2,559,815 3.60 3,231,056 4.72 
賞与引当金   9,349 0.01 10,841 0.02 
退職給付引当金   9,593 0.01 9,114 0.01 
役員退職慰労引当金   － － 2,170 0.00 
ポイント引当金   629 0.00 3,773 0.01 
特別法上の引当金   652 0.00 652 0.00 
繰延税金負債   21,064 0.03 10,242 0.01 
再評価に係る繰延税金負債 ※11 93,304 0.13 79,797 0.12 
支払承諾 ※16,17 3,014,626 4.23 1,591,893 2.33 

負債の部合計   68,800,011 96.60 65,816,823 96.17 
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前連結会計年度 
(平成18年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成19年３月31日) 

区分 注記 
番号 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 

（少数株主持分）          

少数株主持分   393,860 0.55 － － 
   
（資本の部）          

資本金   650,000 0.91 － － 
資本剰余金   762,345 1.07 － － 
利益剰余金   275,065 0.39 － － 
土地再評価差額金 ※11 132,028 0.18 － － 
その他有価証券評価差額金   211,075 0.30 － － 
資本の部合計   2,030,514 2.85 － － 

負債、少数株主持分及び資本
の部合計   71,224,386 100.00 － － 

   
（純資産の部）           
資本金   － － 650,000 0.95 
資本剰余金   － － 762,345 1.11 
利益剰余金   － － 386,137 0.57 
株主資本合計   － － 1,798,482 2.63 
その他有価証券評価差額金    － － 250,919 0.37 
繰延ヘッジ損益    － － △59,174 △0.09 
土地再評価差額金 ※11 － － 112,397 0.16 
為替換算調整勘定   － － △9 △0.00 
評価・換算差額等合計   － － 304,133 0.44 
少数株主持分   － － 517,106 0.76 
純資産の部合計   － － 2,619,722 3.83 

負債及び純資産の部合計   － － 68,436,545 100.00 
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②【連結損益計算書】 

   
前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

区分 注記
番号 金額（百万円） 百分比（％） 金額（百万円） 百分比（％） 

経常収益   1,333,972 100.00 1,432,814 100.00 
資金運用収益   691,936   782,169  

貸出金利息   535,524   570,609  

有価証券利息配当金   94,929   136,911  

コールローン利息及び 
買入手形利息   1,373   10,146  

買現先利息   3   26  

債券貸借取引受入利息   267   6,270  

預け金利息   20,127   27,743  

その他の受入利息   39,710   30,461  

役務取引等収益   324,457   318,361  

特定取引収益   44,562   75,200  

その他業務収益   219,681   197,519  

その他経常収益 ※１ 53,333   59,562  

経常費用   1,033,402 77.47 1,206,055 84.17 
資金調達費用   78,036   141,564  

預金利息   29,947   79,750  

譲渡性預金利息   1,168   4,056  

債券利息   3,372   2,545  

コールマネー利息及び 
売渡手形利息   79   3,061  

売現先利息   10   443  

債券貸借取引支払利息   12,540   10,934  

コマーシャル・ペーパー
利息   2   －  

借用金利息   15,393   16,398  

短期社債利息   6   206  

社債利息   15,264   15,941  

その他の支払利息   250   8,225  

役務取引等費用   53,602   57,834  

特定取引費用   6,674   1,187  

その他業務費用   127,416   67,301  

営業経費   604,404   598,432  

その他経常費用   163,267   339,735  

 貸倒引当金繰入額   －   63,953  

 その他の経常費用 ※２ 163,267   275,782  

経常利益   300,569 22.53 226,758 15.83 
特別利益   39,301 2.95 123,136 8.59 
動産不動産処分益   19,489   －  

固定資産処分益   －   16,621  

償却債権取立益   344   35,856  

金融先物取引責任準備金 
取崩額   0   －  

その他の特別利益 ※３ 19,466   70,658  

特別損失   53,467 4.01 17,010 1.19 
動産不動産処分損   16,450   －  

固定資産処分損   －   13,664  

減損損失 ※４ 14,511   3,346  

証券取引責任準備金繰入額   86   0  

その他の特別損失 ※５ 22,417   －  

税金等調整前当期純利益   286,403 21.47 332,884 23.23 
法人税、住民税及び事業税   11,230 0.84 15,133 1.05 
法人税等調整額   78,061 5.85 72,744 5.08 
少数株主利益   23,969 1.80 22,910 1.60 
当期純利益   173,141 12.98 222,095 15.50 
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③【連結剰余金計算書及び連結株主資本等変動計算書】 
（連結剰余金計算書） 

   
前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 注記
番号 金額（百万円） 

（資本剰余金の部）    

資本剰余金期首残高   762,345 

資本剰余金期末残高   762,345 
    
（利益剰余金の部）    

利益剰余金期首残高   160,326 

利益剰余金増加高   194,442 

当期純利益   173,141 

土地再評価差額金取崩に
よる利益剰余金増加高   21,301 

利益剰余金減少高   79,703 

配当金   9,705 

自己株式消却額   69,998 

利益剰余金期末残高   275,065 
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（連結株主資本等変動計算書） 
当連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 （注） 平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 

 
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成18年３月31日 残高 
（百万円） 650,000 762,345 275,065 － 1,687,411 

連結会計年度中の変動額          

剰余金の配当（注） － － △130,625 － △130,625 

役員賞与（注） － － △29 － △29 

当期純利益 － － 222,095 － 222,095 

自己株式の取得 － － － － － 

自己株式の消却 － － － － － 

土地再評価差額金の取崩 － － 19,631 － 19,631 

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額） － － － － － 

連結会計年度中の変動額合計 
（百万円） － － 111,071 － 111,071 

平成19年３月31日 残高 
（百万円） 650,000 762,345 386,137 － 1,798,482 

 

評価・換算差額等 

少数株主持
分 純資産合計 その他有価

証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

為替換算調
整勘定 

評価・換算
差額等合計 

平成18年３月31日 残高 
（百万円） 211,075 － 132,028 － 343,103 393,860 2,424,375 

連結会計年度中の変動額              

剰余金の配当（注） － － － － － － △130,625 

役員賞与（注) － － － － － － △29 

当期純利益 － － － － － － 222,095 

自己株式の取得 － － － － － － － 

自己株式の消却 － － － － － － － 

土地再評価差額金の取崩 － － － － － － 19,631 

株主資本以外の項目の連結会
計年度中の変動額（純額） 39,844 △59,174 △19,631 △9 △38,970 123,245 84,274 

連結会計年度中の変動額合計 
（百万円） 39,844 △59,174 △19,631 △9 △38,970 123,245 195,346 

平成19年３月31日 残高 
（百万円） 250,919 △59,174 112,397 △9 304,133 517,106 2,619,722 
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】 

   
前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

区分 注記 
番号 金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー       
税金等調整前当期純利益   286,403 332,884 
減価償却費   70,115 71,707 
減損損失   14,511 3,346 
連結調整勘定償却額   △3,903 － 
持分法による投資損益(△)   △643 △1,108 
貸倒引当金の増加額   △126,204 40,632 
投資損失引当金の増加額   △140 △26 
賞与引当金の増加額   103 1,492 
退職給付引当金の増加額   △645 △479 
役員退職慰労引当金の増加額   － 2,170 
資金運用収益   △691,936 △782,169 
資金調達費用   78,036 141,564 
有価証券関係損益(△)   121,941 172,811 
金銭の信託の運用損益(△)   △26 △71 
為替差損益（△）   △44,425 △3,872 
動産不動産処分損益(△)   △3,038 － 
固定資産処分損益(△)   － △2,957 
退職給付信託返還損益(△）   － △70,658 
特定取引資産の純増(△)減   143,340 △348,717 
特定取引負債の純増減(△)   △154,936 △14,307 
貸出金の純増(△)減   84,980 125,113 
預金の純増減(△)   1,612,346 724,837 
譲渡性預金の純増減(△)   △3,226,670 △963,570 
債券の純増減(△)   △330,311 △452,247 
借用金(劣後特約付借入金を除く)の純増減(△)   △903 11,694 
預け金(中央銀行預け金を除く)の純増(△)減   124,309 122,211 
コールローン等の純増(△)減   △1,223,642 △2,891,039 
債券貸借取引支払保証金の純増(△)減   366,276 △609,253 
コールマネー等の純増減(△)   △153,787 △610,242 
コマーシャル・ペーパーの純増減(△)   △12,000 － 
債券貸借取引受入担保金の純増減(△)   547,600 △944,077 
外国為替(資産)の純増(△)減   △2,323 △3,391 
外国為替(負債)の純増減(△)   515 △6,245 
短期社債(負債)の純増減(△)   29,000 13,070 
資金運用による収入   713,030 767,740 
資金調達による支出   △91,155 △128,037 
役員賞与の支払額   － △70 
その他   △16,433 △22,225 

小計   △1,890,613 △5,323,492 
法人税等の支払額   △3,206 △17,042 
営業活動によるキャッシュ・フロー   △1,893,820 △5,340,534 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

区分 注記 
番号 金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      
有価証券の取得による支出   △33,173,479 △26,136,651 
有価証券の売却による収入   8,327,853 13,202,984 
有価証券の償還による収入   25,314,539 18,122,452 
金銭の信託の増加による支出   △27,420 △56,276 
金銭の信託の減少による収入   24,005 49,000 
動産不動産の取得による支出   △38,190 － 
有形固定資産の取得による支出   － △56,953 
無形固定資産の取得による支出   － △49,466 
動産不動産の売却による収入   59,852 － 
有形固定資産の売却による収入   － 47,711 
無形固定資産の売却による収入   － 1,050 
連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得による支出   △16,559 － 
投資活動によるキャッシュ・フロー   470,601 5,123,849 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      
劣後特約付借入による収入   89,000 38,000 
劣後特約付借入金の返済による支出   △125,000 △96,000 
劣後特約付社債の発行による収入   152,300 210,900 
劣後特約付社債の償還による支出   △197,200 △150,700 
配当金支払額   △9,705 △130,625 
少数株主への配当金支払額   △8,556 △15,076 
少数株主からの払込みによる収入   50,747 120,000 
自己株式の取得による支出   △69,998 － 
財務活動によるキャッシュ・フロー   △118,413 △23,501 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額   481 348 
Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額   △1,541,151 △239,838 
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高   3,768,265 2,227,114 
Ⅶ 連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額   － △0 
Ⅷ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 2,227,114 1,987,275 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 
前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

１．連結の範囲に関する
事項 

連結子会社           38社 
 主要な連結子会社名は、「第１ 企業
の概況４．関係会社の状況」に記載して
いるため省略しました。 
 なお、ユーシーカード株式会社、みず
ほキャピタル株式会社他12社は議決権の
取得、持分の増加等により当連結会計年
度から連結しております。また、株式会
社みずほプロジェクト、株式会社年金住
宅サービスセンターは合併により除外し
ております。 

連結子会社           36社 
 主要な連結子会社名は、「第１ 企業
の概況４．関係会社の状況」に記載して
いるため省略しました。 
 なお、MHBK Capital Investment(JPY)
１Limitedは設立により当連結会計年度か
ら連結しております。また、信用管理サ
ービス株式会社他２社は清算により除外
しております。 

２．持分法の適用に関す
る事項 

(1)持分法適用の関連会社      9社 
主要な会社名 
日本抵当証券株式会社 
確定拠出年金サービス株式会社 

 なお、みずほマネジメントアドバイザ
リー株式会社他4社は設立等により持分法
を適用しております。また、株式会社テ
ィー・ヴィー・シーファイナンス、株式
会社みずほアドバイザリー他1社は清算等
により持分法適用の対象から除外してお
ります。 

持分法適用の関連会社       9社 
主要な会社名 
日本抵当証券株式会社 
確定拠出年金サービス株式会社 

 なお、MH Capital Partners Ⅱ,L.P.
は、「投資事業組合に対する支配力基準
及び影響力基準の適用に関する実務上の
取扱い」（企業会計基準委員会実務対応
報告第20号平成18年９月８日）を適用し
たことに伴い持分法を適用しておりま
す。また、日本オー・シー・アール株式
会社は清算により持分法適用の対象から
除外しております。 

  (2）持分法非適用の関連会社 
主要な会社名 
阪都不動産管理株式会社 
株式会社みずほアドバイザリー 

 持分法非適用の関連会社は、当期純損
益（持分に見合う額）及び利益剰余金
（持分に見合う額）等からみて、持分法
の対象から除いても連結財務諸表に重要
な影響を与えないため、持分法の対象か
ら除いております。 

  
  
  

  

３．連結子会社の事業年
度等に関する事項 

(1)連結子会社の決算日は次のとおりであり
ます。 
12月末日       11社 
３月末日       24社 
６月最終営業日の前日 ３社 

(1)連結子会社の決算日は次のとおりであり
ます。 
12月末日       ９社 
３月末日       23社 
６月最終営業日の前日 ４社 

  (2）６月最終営業日の前日を決算日とする
子会社については、12月末日現在で実施
した仮決算に基づく財務諸表により、ま
たその他の子会社については、それぞれ
の決算日の財務諸表により連結しており
ます。 
 連結決算日と上記の決算日等との間に
生じた重要な取引については、必要な調
整を行っております。 

(2）       同左 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

４．会計処理基準に関す
る事項 

(1）特定取引資産・負債の評価基準及び収
益・費用の計上基準 
 金利、通貨の価格、有価証券市場にお
ける相場その他の指標に係る短期的な変
動、市場間の格差等を利用して利益を得
る等の目的（以下、「特定取引目的」と
いう）の取引については、取引の約定時
点を基準とし、連結貸借対照表上「特定
取引資産」及び「特定取引負債」に計上
するとともに、当該取引からの損益を連
結損益計算書上「特定取引収益」及び
「特定取引費用」に計上しております。 
 特定取引資産及び特定取引負債の評価
は、有価証券及び金銭債権等については
連結決算日の時価により、スワップ・先
物・オプション取引等の派生商品につい
ては連結決算日において決済したものと
みなした額により行っております。 
 また、特定取引収益及び特定取引費用
の損益計上は、当連結会計年度中の受払
利息等に、有価証券、金銭債権等につい
ては前連結会計年度末と当連結会計年度
末における評価損益の増減額を、派生商
品については前連結会計年度末と当連結
会計年度末におけるみなし決済からの損
益相当額の増減額を加えております。 

(1）特定取引資産・負債の評価基準及び収
益・費用の計上基準 

同左 

  (2）有価証券の評価基準及び評価方法 
（イ）有価証券の評価は、満期保有目的の
債券については移動平均法による償却
原価法（定額法）、持分法非適用の関
連会社株式については移動平均法によ
る原価法、その他有価証券のうち時価
のある国内株式については当連結会計
年度末前１カ月の市場価格の平均等、
それ以外については当連結会計年度末
日における市場価格等に基づく時価法
（売却原価は主として移動平均法によ
り算定）、時価のないものについては
移動平均法による原価法又は償却原価
法により行っております。 
 なお、その他有価証券の評価差額に
ついては、時価ヘッジの適用により損
益に反映させた額を除き全部資本直入
法により処理しております。 

(2）有価証券の評価基準及び評価方法 
（イ）有価証券の評価は、満期保有目的の
債券については移動平均法による償却
原価法（定額法）、その他有価証券の
うち時価のある国内株式については当
連結会計年度末前１カ月の市場価格の
平均等、それ以外については当連結会
計年度末日における市場価格等に基づ
く時価法（売却原価は主として移動平
均法により算定）、時価のないものに
ついては移動平均法による原価法又は
償却原価法により行っております。 
 なお、その他有価証券の評価差額に
ついては、時価ヘッジの適用により損
益に反映させた額を除き全部純資産直
入法により処理しております。 

  （ロ）金銭の信託において信託財産を構成
している有価証券の評価は、上記
（イ）と同じ方法によっております。 

（ロ）      同左 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

  (3)デリバティブ取引の評価基準及び評価方
法 
 デリバティブ取引（特定取引目的の取
引を除く）の評価は、時価法により行っ
ております。 

(3)デリバティブ取引の評価基準及び評価方
法 

同左 

  (4)減価償却の方法 
① 動産不動産 
 当行の動産不動産の減価償却の方法
は、動産については定率法を採用し、
建物及びその他の資産については定額
法を採用しております。なお、主な耐
用年数は次のとおりであります。 
建物：３年～50年 
動産：２年～20年 
 連結子会社の動産不動産について
は、資産の見積耐用年数に基づき、主
として定率法により償却しておりま
す。 

(4)減価償却の方法 
① 有形固定資産 
 当行の有形固定資産の減価償却は、
建物については定額法を、動産につい
ては定率法を採用しております。な
お、主な耐用年数は次のとおりであり
ます。 
建物：３年～50年 
動産：２年～20年 
 連結子会社の有形固定資産について
は、資産の見積耐用年数に基づき、主
として定率法により償却しておりま
す。  

  ② ソフトウェア 
 自社利用のソフトウェアについて
は、当行及び連結子会社で定める利用
可能期間（主として５年）に基づく定
額法により償却しております。 

② 無形固定資産 
 無形固定資産の減価償却は、定額法に
より償却しております。なお、自社利
用のソフトウェアについては、当行及
び連結子会社で定める利用可能期間
（主として５年）に基づいて償却して
おります。 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

  (5)繰延資産の処理方法 
（イ）債券繰延資産 
 次のとおり償却しております。 

(5)繰延資産の処理方法 
（イ）債券繰延資産 
 次のとおり償却しております。 

  ① 債券繰延資産のうち割引債券の債券
発行差金は、償還期限までの期間に対
応して償却しております。 

① 債券発行差金 
 （会計方針の変更） 
 割引債券の債券発行差金については
「債券繰延資産」として計上し、償還期
間までの期間に対応して償却しておりま
したが、「金融商品に関する会計基準」
（企業会計審議会平成11年１月22日）が
平成18年８月11日付で一部改正され（企
業会計基準第10号）、改正会計基準の公
表日以後終了する事業年度から適用する
ことになったことに伴い、当連結会計年
度から改正会計基準を適用し、債券は償
却原価法（定額法）に基づいて算定され
た価額をもって連結貸借対照表価額とし
ております。これによる連結貸借対照表
等に与える影響は軽微であります。  
 なお、平成18年３月31日に終了する連
結会計年度の連結貸借対照表に計上した
債券発行差金は、「繰延資産の会計処理
に関する当面の取扱い」（企業会計基準
委員会実務対応報告第19号平成18年８月
11日）の経過措置に基づき従前の会計処
理を適用し、債券の償還期間までの期間
に対応して償却を行うとともに未償却残
高を債券から直接控除しております。 

  ② 債券繰延資産のうち債券発行費用
は、旧商法施行規則の規定する最長期
間内の一定期間で償却しております。 

② 債券発行費用 
 （会計方針の変更） 
 債券発行費用は従来、資産として計上
し、旧商法施行規則の規定する最長期間
内の一定期間で償却を行っておりました
が、「繰延資産の会計処理に関する当面
の取扱い」（企業会計基準委員会実務対
応報告第19号平成18年８月11日）が公表
日以後終了する事業年度から適用される
ことになったことに伴い、当連結会計年
度から同実務対応報告を適用し、発生時
に全額費用処理しております。これによ
る連結貸借対照表等に与える影響は軽微
であります。 
 なお、平成18年３月31日に終了する連
結会計年度の連結貸借対照表に計上した
債券発行費用は、同実務対応報告の経過
措置に基づき従前の会計処理を適用し一
定期間で償却を行っております。 

  （ロ）社債発行費 
発生時に全額費用処理しております。 

（ロ）社債発行費 
同左 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

  (6)貸倒引当金の計上基準 
 貸倒引当金は、予め定めている償却・
引当基準に則り、次のとおり計上してお
ります。 
 破産、特別清算等、法的に経営破綻の
事実が発生している債務者（以下、「破
綻先」という）に係る債権及びそれと同
等の状況にある債務者（以下、「実質破
綻先」という）に係る債権については、
以下のなお書きに記載している直接減額
後の帳簿価額から、担保の処分可能見込
額及び保証による回収可能見込額を控除
し、その残額を計上しております。ま
た、現在は経営破綻の状況にないが、今
後経営破綻に陥る可能性が大きいと認め
られる債務者(以下、「破綻懸念先」とい
う)に係る債権については、債権額から、
担保の処分可能見込額及び保証による回
収可能見込額を控除し、その残額のう
ち、債務者の支払能力を総合的に判断し
必要と認める額を計上しております。 
 なお、破綻懸念先及び注記事項(連結貸
借対照表関係)※５．の貸出条件緩和債権
等を有する債務者で与信額が一定額以上
の大口債務者のうち、債権の元本の回収
及び利息の受取りに係るキャッシュ・フ
ローを合理的に見積もることができる債
権については、当該キャッシュ・フロー
を貸出条件緩和実施前の約定利子率等で
割引いた金額と債権の帳簿価額との差額
を貸倒引当金とする方法(キャッシュ・フ
ロー見積法)により引き当てております。
また、当該大口債務者のうち、将来キャ
ッシュ・フローを合理的に見積もること
が困難な債務者に対する債権について
は、個別的に予想損失額を算定し、引き
当てております。 
上記以外の債権については、過去の一
定期間における貸倒実績等から算出した
予想損失率に基づき計上しております。 
特定海外債権については、対象国の政
治経済情勢等に起因して生ずる損失見込
額を特定海外債権引当勘定として計上し
ております。 

(6)貸倒引当金の計上基準 
 貸倒引当金は、予め定めている償却・
引当基準に則り、次のとおり計上してお
ります。 
 破産、特別清算等法的に経営破綻の事
実が発生している債務者（以下、「破綻
先」という。）に係る債権及びそれと同
等の状況にある債務者（以下、「実質破
綻先」という。）に係る債権について
は、以下のなお書きに記載している直接
減額後の帳簿価額から、担保の処分可能
見込額及び保証による回収可能見込額を
控除し、その残額を計上しております。
また、現在は経営破綻の状況にないが、
今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認
められる債務者に係る債権については、
債権額から、担保の処分可能見込額及び
保証による回収可能見込額を控除し、そ
の残額のうち、債務者の支払能力を総合
的に判断し必要と認める額を計上してお
ります。 
 上記以外の債権については、過去の一
定期間における貸倒実績等から算出した
予想損失率に基づき計上しております。 
 特定海外債権については、対象国の政
治経済情勢等に起因して生ずる損失見込
額を特定海外債権引当勘定として計上し
ております。 
 すべての債権は、資産の自己査定基準
に基づき、営業関連部署が資産査定を実
施し、当該部署から独立した資産監査部
署が査定結果を監査しており、その査定
結果に基づいて上記の引当を行っており
ます。 
 なお、破綻先及び実質破綻先に対する
担保・保証付債権等については、債権額
から担保の評価額及び保証による回収が
可能と認められる額を控除した残額を取
立不能見込額として債権額から直接減額
しており、その金額は205,590百万円であ
ります。 
 上記債権には、有価証券のうち、当行
が保証を付している私募（証券取引法第
２条第３項）による社債等が含まれてお
ります。 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

   すべての債権は、資産の自己査定基準
に基づき、営業関連部署が資産査定を実
施し、当該部署から独立した資産監査部
署が査定結果を監査しており、その査定
結果に基づいて上記の引当を行っており
ます。 
 なお、破綻先及び実質破綻先に対する
担保・保証付債権等については、債権額
から担保の評価額及び保証による回収が
可能と認められる額を控除した残額を取
立不能見込額として債権額から直接減額
しており、その金額は341,777百万円であ
ります。 

 

  (7）投資損失引当金の計上基準 
 投資損失引当金は、投資に対する損失
に備えるため、有価証券発行会社の財政
状態等を勘案して必要と認める額を計上
しております。 

(7）投資損失引当金の計上基準 
同左 

  (8）賞与引当金の計上基準 
 賞与引当金は、従業員への賞与の支払
いに備えるため、従業員に対する賞与の
支給見込額のうち、当連結会計年度に帰
属する額を計上しております。 

(8）賞与引当金の計上基準 
同左 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

  (9)退職給付引当金の計上基準 
 退職給付引当金（含む前払年金費用）
は、従業員の退職給付に備えるため、当
連結会計年度末における退職給付債務及
び年金資産の見込額に基づき、当連結会
計年度末において発生していると認める
額を計上しております。 
また、数理計算上の差異は、主として
各発生年度における従業員の平均残存勤
務期間内の一定年数（10～12年）による
定額法に基づき按分した額をそれぞれ発
生の翌連結会計年度から損益処理してお
ります。 

(9)退職給付引当金の計上基準 
同左 

  ―――――― 
  
  

(10)役員退職慰労引当金の計上基準 
（会計方針の変更） 
 当行及び一部の国内連結子会社の役員
退職慰労金は、従来、支給時の費用とし
て処理しておりましたが、「役員賞与に
関する会計基準」（企業会計基準第４号 
平成17年11月29日）の公表等を機に「租
税特別措置法上の準備金及び特別法上の
引当金又は準備金並びに役員退職慰労引
当金等に関する監査上の取扱い」（日本
公認会計士協会監査・保証実務委員会報
告第42号 平成19年４月13日）が公表さ
れたことを踏まえ、当連結会計年度より
内規に基づく当連結会計年度末の支給見
込額を役員退職慰労引当金として計上す
る方法に変更いたしました。この変更に
より、従来の方法によった場合に比べ、
経常利益及び税金等調整前当期純利益は 
1,731百万円減少しております。 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

  (11)特別法上の引当金の計上基準 
 特別法上の引当金は、金融先物取引責
任準備金0百万円及び証券取引責任準備金
652百万円であり、次のとおり計上してお
ります。 

(11)特別法上の引当金の計上基準 
 特別法上の引当金は、金融先物取引責
任準備金0百万円及び証券取引責任準備金
652百万円であり、次のとおり計上してお
ります。 

  (イ)金融先物取引責任準備金 
金融先物取引等に関して生じた事故
による損失の補てんに充てるため、
金融先物取引法第81条及び同法施行
規則第29条の規定に定めるところに
より算出した額を計上しておりま
す。 

(イ)金融先物取引責任準備金 
同左 

  (ロ)証券取引責任準備金 
証券事故による損失に備えるため、
証券取引法第51条に基づき証券会社
に関する内閣府令第35条に定めると
ころにより算出した額を計上してお
ります。 

(ロ)証券取引責任準備金 
同左 

  (12)ポイント引当金 
 「みずほマイレージクラブ」における
マイレージポイントの将来の利用による
負担に備えるため、未利用の付与済ポイ
ントを金額に換算した残高のうち、将来
利用される見込額を合理的に見積もり、
必要と認める額を計上しております。 

(12)ポイント引当金 
 「みずほマイレージクラブ」における
マイレージポイントの将来の利用による
負担に備えるため、将来利用される見込
額を合理的に見積もり、必要と認める額
を計上しております。 

  (13)外貨建資産・負債の換算基準 
当行の外貨建資産・負債は、連結決算
日の為替相場による円換算額を付してお
ります。 
 連結子会社の外貨建資産・負債につい
ては、それぞれの決算日等の為替相場に
より換算しております。 

(13)外貨建資産・負債の換算基準 
同左 

  

  (14)リース取引の処理方法 
 リース物件の所有権が借主に移転する
と認められるもの以外のファイナンス・
リース取引については、通常の賃貸借取
引に準じた会計処理によっております。 

(14）リース取引の処理方法 
同左 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

  (15)重要なヘッジ会計の方法 
（イ）金利リスク・ヘッジ 
当行の金融資産・負債から生じる金利リ
スクのヘッジ取引に対するヘッジ会計の方
法として、繰延ヘッジ又は時価ヘッジを適
用しております。小口多数の金銭債権債務
に対する包括ヘッジについて、「銀行業に
おける金融商品会計基準適用に関する会計
上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士
協会業種別監査委員会報告第24号。以下
「業種別監査委員会報告第24号」とい
う。）を適用しております。ヘッジ有効性
の評価は、小口多数の金銭債権債務に対す
る包括ヘッジについて以下のとおり行って
おります。 
（１）相場変動を相殺するヘッジについて

は、ヘッジ対象となる預金・貸出金
等とヘッジ手段である金利スワップ
取引等を一定の期間毎にグルーピン
グのうえ特定し有効性を評価してお
ります。 

（２）キャッシュ・フローを固定するヘッ
ジについては、ヘッジ対象とヘッジ
手段の金利変動要素の相関関係を検
証し有効性を評価しております。 

個別ヘッジについてもヘッジ対象の相場
変動とヘッジ手段の相場変動を比較し、両
者の変動額等を基礎にして、ヘッジの有効
性を評価しております。 
また、当連結会計年度末の連結貸借対照
表に計上している繰延ヘッジ損益のうち、
「銀行業における金融商品会計基準適用に
関する当面の会計上及び監査上の取扱い」
（日本公認会計士協会業種別監査委員会報
告第15号）を適用して実施しておりました
多数の貸出金・預金等から生じる金利リス
クをデリバティブ取引を用いて総体で管理
する従来の「マクロヘッジ」に基づく繰延
ヘッジ損益は、「マクロヘッジ」で指定し
たそれぞれのヘッジ手段等の残存期間・平
均残存期間にわたって、資金調達費用又は
資金運用収益等として期間配分しておりま
す。なお、当連結会計年度末における「マ
クロヘッジ」に基づく繰延ヘッジ損失は
63,179百万円、繰延ヘッジ利益は72,130百
万円であります。 

(15)重要なヘッジ会計の方法 
（イ）金利リスク・ヘッジ 
当行の金融資産・負債から生じる金利リ
スクのヘッジ取引に対するヘッジ会計の方
法として、繰延ヘッジ又は時価ヘッジを適
用しております。小口多数の金銭債権債務
に対する包括ヘッジについて、「銀行業に
おける金融商品会計基準適用に関する会計
上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士
協会業種別監査委員会報告第24号。以下
「業種別監査委員会報告第24号」とい
う。）を適用しております。ヘッジ有効性
の評価は、小口多数の金銭債権債務に対す
る包括ヘッジについて以下のとおり行って
おります。 
（１）相場変動を相殺するヘッジについて

は、ヘッジ対象となる預金・貸出金
等とヘッジ手段である金利スワップ
取引等を一定の期間毎にグルーピン
グのうえ特定し有効性を評価してお
ります。 

（２）キャッシュ・フローを固定するヘッ
ジについては、ヘッジ対象とヘッジ
手段の金利変動要素の相関関係を検
証し有効性を評価しております。 

個別ヘッジについてもヘッジ対象の相場
変動とヘッジ手段の相場変動を比較し、両
者の変動額等を基礎にして、ヘッジの有効
性を評価しております。 
また、当連結会計年度末の連結貸借対照
表に計上している繰延ヘッジ損益のうち、
「銀行業における金融商品会計基準適用に
関する当面の会計上及び監査上の取扱い」
（日本公認会計士協会業種別監査委員会報
告第15号）を適用して実施しておりました
多数の貸出金・預金等から生じる金利リス
クをデリバティブ取引を用いて総体で管理
する従来の「マクロヘッジ」に基づく繰延
ヘッジ損益は、「マクロヘッジ」で指定し
たそれぞれのヘッジ手段等の残存期間・平
均残存期間にわたって、資金調達費用又は
資金運用収益等として期間配分しておりま
す。なお、当連結会計年度末における「マ
クロヘッジ」に基づく繰延ヘッジ損失は
45,173百万円（税効果額控除前）、繰延ヘ
ッジ利益は50,027百万円（同前）でありま
す。 
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前連結会計年度 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

  （ロ）為替変動リスク・ヘッジ 
外貨建その他有価証券（債券以外）の為
替変動リスクをヘッジするため、事前にヘ
ッジ対象となる外貨建有価証券の銘柄を特
定し、当該外貨建有価証券について外貨ベ
ースで取得原価以上の直先負債が存在して
いること等を条件に包括ヘッジとして繰延
ヘッジ及び時価ヘッジを適用しておりま
す。 

（ロ）為替変動リスク・ヘッジ 
同左 

  （ハ）内部取引等 
デリバティブ取引のうち連結会社間及び
特定取引勘定とそれ以外の勘定との間の内
部取引については、ヘッジ手段として指定
している金利スワップ取引等に対して、業
種別監査委員会報告第24号に基づき、恣意
性を排除し厳格なヘッジ運営が可能と認め
られる対外カバー取引の基準に準拠した運
営を行っているため、当該金利スワップ取
引等から生じる収益及び費用は消去せずに
損益認識又は繰延処理を行っております。 
なお、一部の資産・負債については、個
別ヘッジに基づく繰延ヘッジあるいは金利
スワップの特例処理を行っております。 

（ハ）内部取引等 
同左 

  (16)消費税等の会計処理 
 当行及び国内連結子会社の消費税及び
地方消費税の会計処理は、主として税抜
方式によっております。 

(16)消費税等の会計処理 
同左  

５．連結子会社の資産及
び負債の評価に関する
事項 

 連結子会社の資産及び負債の評価につい
ては、全面時価評価法を採用しておりま
す。 

同左 

６．連結調整勘定の償却
に関する事項 

 連結調整勘定は原則として発生年度以後
20年以内で均等償却しており、その金額に
重要性が乏しい場合には発生年度に全額償
却しております。 

―――――― 

７．のれん及び負ののれ
んの償却に関する事項 

――――――  のれんは原則として発生年度以後20年以
内で均等償却しており、その金額に重要性
が乏しい場合には発生年度に全額償却して
おります。 

８．利益処分項目等の取
扱いに関する事項 

 連結剰余金計算書は、連結会計期間にお
いて確定した利益処分に基づいて作成して
おります。 

―――――― 

９．連結キャッシュ・フ
ロー計算書における資
金の範囲 

 連結キャッシュ・フロー計算書における
資金の範囲は、連結貸借対照表上の「現金
預け金」のうち現金及び中央銀行への預け
金であります。 

同左 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

前連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

―――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準） 
 「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」
（企業会計基準第５号平成17年12月９日）及び「貸借対
照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指
針」（企業会計基準適用指針第８号平成17年12月９日）
を当連結会計年度から適用しております。 
 当連結会計年度末における従来の「資本の部」に相当
する金額は2,161,790百万円であります。 
 なお、当連結会計年度における連結貸借対照表の純資
産の部については、連結財務諸表規則及び銀行法施行規
則の改正に伴い、改正後の連結財務諸表規則及び銀行法
施行規則により作成しております。 

  （投資事業組合に関する実務対応報告） 
 「投資事業組合に対する支配力基準及び影響力基準の
適用に関する実務上の取扱い」（企業会計基準委員会実
務対応報告第20号平成18年９月８日）が公表日以後終了
する連結会計年度に係る連結財務諸表から適用されるこ
とになったことに伴い、当連結会計年度から同実務対応
報告を適用しております。同実務対応報告に照らして子
会社に該当する投資事業組合については、従来より連結
していることから、これによる連結貸借対照表等に与え
る影響はありません。 

  （自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準） 
 「自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基
準」（企業会計基準第１号平成14年２月21日）及び「自
己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準適用指針第２号平成14年２月21
日）が平成17年12月27日付及び平成18年８月11日付で一
部改正され、会社法の定めが適用される処理に関して適
用されることになったことに伴い、当連結会計年度から
同会計基準及び適用指針を適用しております。これによ
る連結貸借対照表等に与える影響はありません。 
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表示方法の変更 

前連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

――――――  「銀行法施行規則」（昭和57年大蔵省令第10号）別紙
様式が「無尽業法施行細則等の一部を改正する内閣府
令」（内閣府令第60号平成18年４月28日）により改正さ
れ、平成18年４月１日以後開始する事業年度から適用さ
れることになったこと等に伴い、当連結会計年度から以
下のとおり表示を変更しております。 

  （連結貸借対照表関係） 
(1）純額で繰延ヘッジ損失として「その他資産」に含め
て計上していたヘッジ手段に係る損益又は評価差額
は、税効果額を控除のうえ、評価・換算差額等の「繰
延ヘッジ損益」として相殺表示しております。 
(2）負債の部の次に表示していた「少数株主持分」は、
純資産の部に表示しております。 
(3）「動産不動産」は、「有形固定資産」「無形固定資
産」又は「その他資産」に区分して表示しておりま
す。 
 これにより、従来の「動産不動産」中の土地建物動
産については、「有形固定資産」中の「建物」「土
地」「その他の有形固定資産」として、建設仮払金に
ついては、「有形固定資産」中の「建設仮勘定」とし
て表示しております。 
 また、「動産不動産」中の保証金権利金のうち権利
金は、「無形固定資産」中の「その他の無形固定資
産」に、保証金は、「その他資産」として表示してお
ります。 
(4）「その他資産」に含めて表示していたソフトウェア
等は、「無形固定資産」中の「ソフトウェア」及び
「その他の無形固定資産」として表示しております。 

  （連結キャッシュ・フロー計算書関係） 
(1）「動産不動産処分損益（△）」は、連結貸借対照表
の「動産不動産」が「有形固定資産」、「無形固定資
産」等に区分されたことに伴い、「固定資産処分損益
（△）」等として表示しております。また、「動産不
動産の取得による支出」は「有形固定資産の取得によ
る支出」等として、「動産不動産の売却による収入」
は、「有形固定資産の売却による収入」等として表示
しております。 
(2）「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その
他」に含めて表示していたソフトウェア等の取得によ
る支出は、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の
「無形固定資産の取得による支出」に含めて表示して
おります。 
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